
D X 推 進 事 業

デジタルの活用により、県民・事業者サービスの向上や行政事務の効率化の実現を目指す「県庁ＤＸ」を推進する。

目 的

担当 行政・デジタル改革課 ＤＸ推進担当
内線 ２４４２

【予算額】３９２，８３７千円

事業概要

ＤＸ計画実行事業 ３９,４８２千円

行政が保有するデータを様々な目的に利活用できるように公開し、
新たな価値の創出を目指すオープンデータ事業をはじめ、本県の
多彩なＤＸ事業の的確な運営・管理を行う。

寄附募集事業

申請デジタル化推進事業 ７３,２９６千円

行政手続の利便性を高めるため、事前相談から通知まで全てのプロセ
スがデジタルで完結するオンライン申請システムを運用する。

全庁共通メタバース空間整備事業 ３６,３２２千円

インターネット上の仮想空間で様々なイベントや相談等の行政サービス
を提供するプラットフォームを整備する。

全庁ＧＩＳ基盤整備事業 ９１,３７０千円

ハザードマップやバリアフリーマップなど県が保有する様々なマップを
手軽に閲覧・活用できる全庁GISを運用する。

行政事務の効率化

県民・事業者サービスの向上

テレワーク・ペーパレスの推進
５１,０２０千円

ノーコードツールによるデータ共有推進事業
６８,７８９千円

生成ＡＩ活用推進事業
３２,５５８千円

全庁共通メタバース空間の活用事例

オープンデータの活用事例

【事例１】埼玉県の魅力発信
県内の名所を再現したメタバース空間で、
埼玉県の魅力やイベント情報などを発信

【事例２】学生と企業の相談・マッチング
学生と企業採用担当者がアバターを通じ
て気軽で率直な相談やマッチングを実施

小学校の学区内
で、こども食堂が
どこにあるかが
一目でわかる

データの公開 こども食堂マップの作成

県内こども食堂リスト
（所在地情報）


